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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は，照明用 LEDモジュールの温度計測法としてパルスレーザーラマン散乱

法を提案し，その基礎特性を明らかにすると共に，既存の LEDモジュールに適用し，

これが in-situでリモート測定可能な手法であることを示している．さらに，温度測

定精度を向上させ，照明用 LEDモジュールのチップ温度計測法として実用化の域に

到達させている．以上の成果は，レーザー計測学および照明工学の発展に寄与する

ところが大きい．よって，本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める．  

 

 

 

 


